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生命金属ダイダイダ ナミクスナミクス
生体内における金属の挙動と制御
◆生体における金属動態を解明する画期的プラットフォーム「生命金属科学」の最新動向！
◆元素・分子レベルから細胞・個体レベルまでの生命金属動態を一気通貫に理解！
◆金属による「維持」「破綻」「攪乱」、研究の「方法論」から「制御・創薬」まで！
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1. 腎臓における生命金属の制御
2. 有害金属の毒性の標的組織としての腎臓
3. カドミウム輸送体としてのZIP8の発見
4. 腎臓におけるカドミウム輸送
5. マンガン輸送体としてのZIP8
6. 全身でのマンガン恒常性の調節における
ZIP8の役割

7. まとめ
第2節 カドミウム低減米（植物）
《石川 覚》
1. はじめに
2. イネのCd低減対策
3. イネのCd吸収･集積メカニズム
4. カドミウム低減米の作出
5. おわりに

第3節 カドミウムとメタロチオネイン 
《佐藤 雅彦》
1. 序　論
2. カドミウム急性毒性に対する
メタロチオネインの関与

3. カドミウム慢性毒性に対する
メタロチオネインの関与

4. 培養細胞を用いたカドミウム細胞毒性に
対するメタロチオネインの関与

5. カドミウムの体内動態に対する
メタロチオネインの関与

6. カドミウムの安全性評価に対する
メタロチオネインの関与

7. まとめ
第4節 環境化学物質および医薬品としての

ヒ素化合物
《角 大悟，姫野 誠一郎》
1. はじめに
2. 環境化学物質としてのヒ素化合物
3. 医薬品としてのヒ素化合物
4. ヒ素の代謝
5. ヒ素化合物によるチオール基の化学修飾と
ROS産生

6. 三価態ヒ素化合物の標的タンパク質
7. まとめ

第5節 水銀の毒性発現機構
《外山 喬士》
1. はじめに
2. メチル水銀の化学的性質
3. 水銀中毒とS－水銀化，
S－トランス水銀化の役割

4. メチル水銀によるS－水銀化を介した
神経毒性発現と生体応答

5. メチル水銀とポリ硫黄修飾

6. メチル水銀と心疾患リスク
7．メチル水銀による生命半金属セレンの
Se－水銀化を介した生体機能撹乱

第6節 有機スズの分子毒性学
《古武 弥一郎》
1. はじめに
2. エネルギー産生低下とステロイドホルモン撹乱
3. 核内受容体のアゴニスト作用
4. PPARγを介した肥満活性と免疫毒性
5. グルタミン酸受容体を介した神経毒性
6. GluA2減少を介した神経影響
7. おわりに

第7章 方法論
第1節 亜鉛コンディショナルプロテオミクス
《田村 朋則，浜地 格》
1. はじめに
2. Zn2＋によって活性化される
タンパク質修飾試薬“AIZin”の開発

3. NO刺激に伴うZn2＋周辺タンパク質の
動的変化
4. Zn2＋が蓄積されたベシクルの同定
5. 生命金属科学への展開

第2節 鉄イオン蛍光プローブ
《平山 祐》
1. 背　景
2. キレート性鉄イオン蛍光プローブ（従来型）
3. 化学反応型二価鉄イオン蛍光プローブ
4. 細胞内二価鉄イオン検出プローブの応用
5. 今後の展望

第3節 シンクロトロン放射光を用いた
細胞内元素イメージング

《志村 まり，松山 智至》
1. 概　要
2. X線による細胞イメージングの歴史
3. シンクロトロン放射光を用いた
1細胞イメージングシステム

4. SXFMシステムによる細胞観察の可能性
5. 将来のSXFMによる1細胞イメージング

第4節 口腔内の微量元素イメージング
および化学状態分析

《宇尾 基弘》
1. はじめに
2. 生体組織中微量元素の分布分析
3. 生体組織中微量元素の状態分析
4. おわりに

第5節 超高感度質量分析計の
メタロミクス研究への応用 

《平田 岳史，山下 修司》
1. ICP質量分析計による元素分析
2. ICP質量分析計によるナノ粒子計測

第6節 金属タンパク質のESR 
《堀谷 正樹》
1. 生体分子研究におけるESR
2. 先端ESR法による
金属タンパク質研究への展開

第7節 量子力学／分子力学（QM／MM）
計算による金属タンパク質の研究

《中村 伸，野口 巧，吉澤 一成》
1. はじめに
2. ハイブリッドQM／MM法
3. 光合成水分解の分子機構の解析
4. 計算ミューテーションの可能性
5. おわりに

第8節 溶液NMRおよびin-cell NMRによる
金属結合タンパク質の動態解析

《伊藤 隆，猪股 晃介，三島 正規，池谷 鉄兵》
1. はじめに

2. 溶液NMRによる金属結合タンパク質の解析
3. in－cell NMRによる金属結合タンパク質の解析
4. おわりに

第9節 ネイティブ質量分析 　　　　
《明石 知子，田尻 道子》
1. はじめに
2. ネイティブ質量分析概要
3. 生命金属科学のネイティブ質量分析の実際

第10節 量子ビームを利用した元素動態解析
《武田 志乃》
1. はじめに
2. 量子ビーム分析
3. 非破壊分析の利点
4. 局所定量
5. マイクロビーム分析により判明した
組織内元素動態

6. 細胞内生命金属動態

第8章 制御・創薬
第1節 金属動態をターゲットにした抗菌薬
《中木戸 誠，津本 浩平》
1. はじめに
2. 標的とする病原性微生物と薬剤耐性の
獲得を防ぐ抗菌戦略

3. 黄色ブドウ球菌由来鉄獲得システム
4. 化膿レンサ球菌由来鉄獲得システム
5. IsdHによるヘモグロビンからの
ヘム鉄獲得の分子機構

6. Shrによるヘモグロビンからの
ヘム鉄獲得の分子機構

7. 各種モダリティ分子を活用しての抗菌剤開発
8. 「生命金属科学」への展開・期待など

第2節 バイオミネラリゼーションによる
金属，鉱物の濃集

《鈴木 道生》
1. バイオミネラリゼーションとは
2. バイオミネラリゼーションの結晶成長
3. バイオミネラリゼーションにおける
有機物の作用

4. 軟体動物貝殻のバイオミネラリゼーション
5. 微生物のバイオミネラリゼーション
6. まとめ

第3節 メタロエンザイムを標的とした
新規抗インフルエンザ薬
バロキサビルマルボキシル
（ゾフルーザ®）の創製

《宮川 雅好》
1. 背　景
2. バロキサビルマルボキシルに至る探索研究
3. バロキサビル活性体の薬効評価
4. 最後に

第4節 血中微量元素濃度のICP－MS測定
による標準値設定と「がんリスク」
スクリーニング法
－メタロバランス検査－への応用

《岡本 直幸，清水 拓弥，藤本 俊介，
古城 公佑，池田 篤史，宮城 洋平，
三上 春夫，中村 洋子，永瀬 浩喜》
1. はじめに
2. 試料および方法
3. 結　果
4. まとめと課題

第5節 シスプラチンなどの白金（Pt）を
原料に開発された制がん剤

《米田 誠治》
1. 臨床で用いられている白金製剤
2. 白金を用いた近年の創薬研究
3. 展　望

うら 2a校生命金属ダイナミクス




